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気持ちはすっかり舞台女優
涌谷町の未来たちの熱演－



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
町
の
予
算
編
成
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
初
め
て
の
予
算
編
成

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
の
１
月
に
発
令
さ
れ
た
財
政
非
常
事
態
宣
言
を

踏
ま
え
た
２
回
目
の
予
算
編
成
で
も
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
財
政
再
建
を
果
た

す
た
め
に
、
財
政
再
建
計
画
の
着
実
な
実
行
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
堅
実
な
予
算
編
成
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
少
し
で
も
町
民
の
皆
様
の
笑
顔
を
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
、
懸
命
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
、
世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
現
在
、
日
本

に
お
い
て
も
蔓ま

ん

延え
ん

し
、
そ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き

に
、
地
域
の
人
々
の
命
と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
砦と

り
で

と
し
て
、
そ
し
て
、
地
方

自
治
体
病
院
と
し
て
の
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
存
在
が
見
直
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
病
院
に
対
す
る
町
と
し
て
の
財
政
負
担
の
あ
り
方
を
、
大
き
く
問
わ
れ
て

お
り
、
町
が
財
政
再
建
を
果
た
す
た
め
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
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と
は
事
実
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療
現
場
、
関
係
者
全
員
の
日
々
の
懸
命
な
努
力

に
基
づ
く
改
革
と
、
医
療
、
財
務
、
行
政
の
有
識
者
に
よ
る
「
町
財
政
及
び
病
院

事
業
に
係
る
有
識
者
会
議
」
で
の
検
討
に
基
づ
く
、
ご
指
摘
を
頂
き
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
今
後
の
病
院
の
あ
り
方
を
改
め
て

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
、「
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム
フ
ー
ズ
」
様
と
企
業
立
地
協
定
を

結
び
、
今
後
１
０
０
人
程
度
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業
を
、
お
招
き
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム
フ
ー
ズ
様
は
、
鶏
肉
加
工
食
品
を

製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
大
手
企
業
で
す
が
、
企
業
進
出
に
あ
た
っ
て
は
何
よ
り
も
、

地
権
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
企
業
進
出
に
よ
り
、
雇
用
の
場
の
確
保
の
み

に
留
ま
ら
ず
、
町
の
活
性
化
に
大
き
く
ご
貢
献
を
頂
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
今
回
の
企
業
進
出
を
一
つ
の
核
と
捉
え
、
関
連
産
業
の
さ
ら
な
る

誘
致
や
新
た
な
商
業
集
積
、
子
育
て
世
代
の
従
業
員
が
多
く
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
保
育
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
向
け
て
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

宮
城
県
南
三
陸
町
様
、
気
仙
沼
市
様
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
様
、
平
泉
町
様
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
浪
漫
―
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
、
産
金
は
じ
ま
り
の
地
を
た
ど
る
―
」
の
事
業

も
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
日
本
初
の
産
金
の
地
」
と
し
て
、
涌
谷

町
は
そ
の
旗
振
り
役
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
１
年
目
は
、
日
本
遺
産
「
み
ち

の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
４
会
場
で
開
い
て
、
日
本
遺

産
の
周
知
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
目
と
な
る
現
在
で
は
、
事
業

を
産
業
へ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、「
人
材
育
成
事
業
」、「
普
及
啓
発
事
業
」、「
調

査
研
究
事
業
」、「
公
開
活
用
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
３
年
目
と

な
る
来
年
度
は
、
さ
ら
な
る
「
人
材
育
成
事
業
」
や
「
観
光
関
係
者
向
け
セ
ー
ル

ス
ツ
ー
ル
制
作
」、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し
て
「
光
り
輝
く
観
光
ル
ー

ト
」
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
１
年
間
延
期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
乗
じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
怯
え
、
こ
れ
に
伴
う
経
済
、
産
業
活
動
の
著
し
い
落
ち
込
み
に

翻
弄
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
何
と
か
脱
却
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

涌
谷
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
つ
一
つ
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
み
、
少
し

で
も
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
こ
そ
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

国家安寧を願い造立された奈良東大寺の大仏開眼供養会を描いた平山郁夫画伯の陶板画（天平ろまん館展示）前で撮影― 3 ―



子どもの笑顔元気ミュージカル
～明けない夜はないから～

プロの役者と涌谷町の子どもたちで作る感動のミュージカル



　

12
月
13
日（
日
）に
、
涌
谷
公
民
館
を
会
場
に
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
子
ど
も
の
笑
顔
元
気
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
～
明
け
な
い
夜
は
な
い
か
ら
～
」
が
公
演
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
令
和
元
年

度
に
、
涌
谷
町
の
子
育
て
環
境
を
考
え
る
た
め
に
、

住
民
参
加
型
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
事

業
を
き
っ
か
け
に
、
講
師
を
務
め
た
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
開
の
新
田
新
一
郎
氏
を
中
心
に
、
子
育
て
支
援

団
体
「
わ
く
や
de
あ
そ
部
」
の
皆
さ
ん
が
連
携
し

て
企
画
し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
新
田
氏
は
、
元
々
東
日
本
大
震
災
で
元
気
が
な

く
な
っ
た
地
域
の
心
の
復
興
を
目
的
に
「
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
主
宰
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
い
て
、「
地
域
の
未
来
と

も
い
え
る
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
あ
れ
ば
、
大
人

た
ち
に
元
気
を
分
け
て
も
ら
え
る
」
と
話
し
ま
す
。

そ
の
考
え
に
基
づ
き
、
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島

県
の
各
地
域
で
定
期
的
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
公
演
。

そ
し
て
、
昨
年
山
元
町
で
公
演
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

を
観
覧
し
た
「
わ
く
や
de
あ
そ
部
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

「
涌
谷
町
で
も
、
涌
谷
町
の
未
来
、
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
11
月
上
旬
に
公
募

さ
れ
、
そ
の
後
、
３
日
間（
初
回
は
２
時
間
、
残
り

の
２
日
間
は
５
時
間
ず
つ
）で
、
プ
ロ
の
役
者
か
ら

集
中
的
に
稽
古
を
受
け
ス
テ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
当
日
、
約
１
３
０
人
も
の
観
客

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
受
付
や
消
毒

作
業
は
、「
わ
く
や
de
あ
そ
部
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
ま

し
た
。

　
約
１
時
間
30
分
の
公
演
で
は
、
わ
ず
か
３
日
間

の
稽
古
と
は
思
え
な
い
演
技
を
子
ど
も
た
ち
は
い

き
い
き
と
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
観

客
も
、
時
に
笑
い
、
時
に
感
動
で
目
を
潤
ま
せ
、

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
出
演
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
新
し
く
友
だ
ち
が
で
き
た
」「
友

だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
出

演
し
た
い
」「
将
来
の
夢
の
俳
優
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
て
光
栄
」
と
感
想
を
発
表
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
へ
の
出
演
が
、
涌
谷
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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涌
谷
町
の
風
土
が
育
ん
だ

宮
城
県
の
酒
造
好
適
米
「
蔵
の
華
」
を

40
％
磨
き
で
醸
造
す
る
涌
谷
町
の
純
米
大
吟
醸
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▼
長
南
酒
店

　

住
所
：
涌
谷
町
涌
谷
字

下
町
38
ー
３

　
☎
42
ー
2
1
2
8

　
店
頭
販
売
の
み

▼
福
田
商
店

　

住
所
：
涌
谷
町
吉
住
字

前
畑
63
ー
１

　
☎
45
ー
２
０
６
１

　
店
頭
販
売
の
み

▼
最
上
商
店

　

住
所
：
涌
谷
町
字
新
町

36
ー
2

　
☎
43
ー
５
０
０
０

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

▼
森
酒
店

　

住
所
：
涌
谷
町
字
柳
町

27
ー
４

　
☎
42
ー
２
２
７
３

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

▼
山
周

　

住
所
：
涌
谷
町
涌
谷
字

小
人
町
９
ー
３

　
☎
42
ー
２
０
３
８

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

（
五
十
音
順
に
掲
載
）

《純米大吟醸「稀世」の概要》
　涌谷町黄金大使・安野希世乃さんと涌谷町とのコラボレーションとして、安野さんの名前の一字
「希」に「実り」を意味する「のぎへん」を加えた「稀（まれ）」と「世」を組み合わせた「稀世（き
せい）」と、安野さんによって名付けられました。
　その稀世という名には、「涌谷町とのコラボ酒として、世に稀な美味しさの、唯一無二のお酒になっ
てほしい」という安野さんの願いが込められています。
　ラベルの表面は、凛として洗練された女性をイメージ。一輪の桜を中心に、均一に水面に広がる
波紋と、流れるような書体で書かれた「稀世」でデザインされています。裏面には、満開の桜が咲
き誇る城山公園が描かれています。
●醸 造 元：株式会社平孝酒造
●使 用 米：涌谷町産「蔵の華」100％
●精米歩合：40％　●予定小売価格：3,000円（税別）　●内容量：720ml
●醸造本数：限定2,000本
●ノベルティ：安野希世乃さんのシルエットシールを付録し、飲み終わった後に、そのシルエット
シールを貼り付け、満開の桜を楽しんでいるかのような姿を飾って楽しめます。

《純米大吟醸「稀世」のふるさと納税にかかわる問い合わせ先》　総務課総務班　　　☎43-2111
《純米大吟醸「稀世」の醸造にかかわる問い合わせ先》　　　　　企画財政課企画班　☎43-2112

【
取
扱
酒
販
店
舗
】

　
純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
「
稀
世

の
会
」
加
盟
店
で
の
み
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

▼
あ
ら
茶
屋

　

住
所
：
涌
谷
町
猪
岡
短

台
字
佐
野
崎
23
ー
１

　
☎
45
ー
２
０
６
４

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

▼
小
野
周
商
店

　

住
所
：
涌
谷
町
字
新
町

34
　
☎
42
ー
２
０
４
１

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

▼
北
田
商
店

　

住
所
：
涌
谷
町
字
北
田

１
１
３

　
☎
42
ー
２
２
０
８

　
店
頭
販
売・地
方
発
送
可

　

声
優
で
歌
手
の
涌
谷
町

黄
金
大
使
の
安
野
希
世
乃

さ
ん（
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
・
ピ

ク
チ
ャ
ー
ズ
所
属
）が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
涌
谷
町
産

「
蔵
の
華
」
を
１
０
０
％

使
用
し
た
純
米
大
吟
醸
酒

「
稀
世
」
が
、
来
年
の
２

月
下
旬
以
降
に
、
発
売
さ

れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
１
日

か
ら
は
、
涌
谷
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
で
、

１
万
５
千
円
の
寄
附
を
さ

れ
た
涌
谷
町
外
在
住
者
を

対
象
と
し
た
返
礼
品
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
令
和
３
年

１
月
１
日
か
ら
一
般
販
売

の
予
約
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

予
約
の
受
付
方
法
や
販

売
方
法
、
取
扱
本
数
は
、

各
酒
販
店
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

予
約
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
下
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
酒
販
店
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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多年にわたる消防団員としての功績に
遠藤賢一氏が瑞宝単光章を受章
　涌谷町消防団の団員として消防・防災活動に尽力し
てこられた遠藤賢一さんが、11月3日（火）に発令され
た令和2年秋の叙勲で、瑞宝単光章を受章されました。
　遠藤さんは、昭和44年に涌谷町消防団に入団し、平
成21年からは第2分団分団長として活躍されてきまし
た。
　賞状と勲章は、12月4日（金）に涌谷町役場町長室で、
遠藤町長から奥さまの嘉代子さんに伝達しました。

明るく正しく行う選挙を啓発
令和2年度明るい選挙啓発ポスター表彰
　令和2年度明るい選挙啓発ポスターのコンクールに
おいて、宮城県審査で涌谷高等学校1年生の大和田莉
穂さんが3位、同菅原里香さんが佳作を受賞しました。
　その後の第3次審査（中央審査）で、大和田莉穂さん
が高校1年生の部において、公益財団法人明るい選挙
推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞
を受賞しました。いずれの作品も投票を呼びかける
メッセージ性が強い作品となっています。

多年にわたる防犯協会会員の功績に
防犯協会連合会長表彰を受賞
　11月17日（火）に、涌谷町役場で、宮城県防犯協会
連合会長表彰を受賞された涌谷町防犯協会北支部の大
和田通さん、遠田地区防犯協会連合会長表彰を受賞さ
れた同西支部の鷲足一彦さん、同南支部の金澤金光さ
ん、同北支部の佐々木良一さん、同小里支部の髙橋清
光さん、同猪岡支部の小野寺孝昭さんに、遠藤町長が
表彰状を伝達しました。
　今後も、安全・安心な涌谷町のまちづくりにご協力
をお願いします。

黄金区を花で彩る取り組みを表彰
全国花のまちづくりコンクールで奨励賞
　9月25日（金）に、第30回全国花のまちづくりコン
クールの審査結果が発表され、黄金自治会が、団体部
門（応募数1487件）で花のまちづくり奨励賞を、平成
30年の第27回コンクールに続いて受賞しました。
　黄金自治会では、国道346号線沿いを天平フラワー
ロードとして花壇整備や清掃活動を行う他、黄金山神
社参道で展開しているほたるの里づくり事業などの活
動が評価され、受賞となりました。
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